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江の島湘南港およびその周辺に出現する水母類--:II

崎山直夫・足立文

Tadao Sakiyama and Aya Adachi: Medusae collected in Enoshima-Shonan Port 

and its adjacent waters -II 

Summary: A research on the seasonal activities of medusae was conducted from January 1999 to September 2000 in 

Enoshima-Shonan Port located at the innermost corner of the Sagami Bay. The research confirmed nineteen species of 

hydroid (HYDROZOA), one species of box jellyfish (CUBOZOA), and thre巴speciesof scyphomedusae 

(SCYPHOZOA). Four species of comb jellies (CTENOPHORA) were also confirmed. 

はじめに

江ノ島水族館では長年にわたって水母類の飼育

展示を試みており（堀， 1998）， 野外調査の結果も

いくつか報告されている（志村ほか， 1993；寺本，

1991）。筆者らは1997年から江の島周辺の水母相を

さらに明らかにしようと調査を続けており，1997年

l月から 1998年8月までの結果を報告した（山下 ・

崎山， 1999，以下前報と呼ぶ）。今回は前報以降に，

相模湾湾奥江の島東岸に位置する江の島湘南港で

採集・同定できた水母類について報告する。調査場

所を江の島湘南港にしぼっているが，継続調査の

ため前報と同じタイトノレを用いた。

なお，前報と同様に本調査でも広い意味での「ク

ラゲJとして，刺胞動物門のヒドロ虫綱 ・立方水母

綱・鉢虫綱の他に，水族館で、もよく展示される有櫛

。
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動物のクシクラゲ類も調査の対象とした。

方法

調査は 1999年l月から2000年9月まで，前報で

も調査の中心であった江の島湘南港において（図

1），月に数回不定期におこなった。調査ではまず目

視により確認できる大型の個体を，釣り用の伸縮

するたも網の柄の先に目合いの細かい熱帯魚用の

手網を取り付けたもの，あるいは柄杓を用いて採

集した。また目視で確認できないような微小な個

体は前述した網を海中で数回動かした後，あらか

じめ用意したバケツの中で採集物を洗い落とすこ

とにより採集した。これらの方法は前報と同様で

堀田（1996）を参考にした。調査は潮位に関係なく ，

全行程を20～30分間を目安におこなった。採集後，

相模湾
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図2 ミズクラゲバureliaauritaのエフィラ幼生

ソーティングと以下の文献などを参考に同定を

行った（西村， 1992，岡閉，1965，内田 ，1961，山

田・久保田， 1980,1981 a, b, c, l 982a, b）。同定の困

難な種については標本（5～10%ホルマリンにて保

存） ・写真を残した。

結果

調査期間に採集 ・同定された水母類は京lj胞動物

門のヒ ドロ虫綱 19種，箱虫綱 1種，鉢虫綱3種，有

櫛動物門の有触手綱3種，無触手綱 l種の合計27種

で，その季節的な出現状況をまとめた（表 I）。前

報では採集回数があまり多くなかったこと もあり，

全ての記録を l年の形にまとめて表示したが，今回

は経年変化もわかるように表した。ほぼ主｜三聞を通

じて記録されたのはヒトツクラゲの仲間とミズク

ラゲ（エフィラ幼生期（区12）を含む）であった。

カラカサクラゲとカブトクラゲは夏季 ・冬季とも

採集された。オオタマウミヒドラ（2月～7月頃），

カミクラゲ（3～5月頃），ギヤマンクラゲ（3～8

月頃），コモチカギノテクラゲ（2～8月頃 ・図3),

エイレネクラゲ（6～10月頃），アンドンクラゲ（7

図3 コモチカギノテクラゲScolwnemasuvaense. 
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～12月頃）といった種はそれぞれの時期非常に多

く確認された。上記のエイレネクラゲは以前から

採集されていたが，最近になって種同定された。ま

た2000{-1三に関しては，カミクラゲがほとんど見ら

れず，アン ドンクラゲも 1997年に調査をはじめて

から最も少ないという出現状況だ、った。エフィ ラ

幼生の段階で採集されたものは， ビゼンクラゲの

仲間が2月，アカクラゲが4月3 不明種 （報告種数

には入れず）が7月，ミズクラゲが 12月から4月

にかけて見られた。調査期間を通してみると春か

ら夏にかけて種類数が増加する傾向にあり ，1999

年7月には13種類と最も多く確認された。なお，ヒ

ドロ虫やエフィラ幼生の中には採集後同定できず，

飼育を試みるもうま くし、かなかったため，種を特

定できないものがあった。

調査時の気温・水温の状況をまとめた （図的。気

温は2.2～31.3℃の問で，2月に最低値， 8月に最高

値を記録した。また，水市lは9.7～28.7°Cの間にあ

り，2～3月に最低値，8月に最高値を記録した。た

だし，これは表面水温の測定値で、あるため，かなり

気温に影響を受けていると思われる。

考察

調査を開始して2度目の報告となる。採集を重

ね，扱った水母の数も多くなってきて，少しずつ江

の島湘南港の水田類の季節変化が見えてきたよう

に思われる。しかし種同定に関してはまだ発展途

上の段階で今後とも努力していきたい。

今回採集 ・同定できたのは，刺胞動物 ・有櫛動物

合わせて27種であった。前報の25種を上回る数字

となっている。しかも今回は江の島湘南港での採

集調査以外の漁業者から得た情報を加えていない。

前報で記録されたハナガサクラゲ，タコクラゲと

いった種は江の島湘南港以外で確認された情報で

ある（1-Li下 ・崎山， 1999）。前報以降もこれらの種

の出現情報は入っているが，今回は江の島

湘南港のみに調査場所をしぼり，表 lを作

成した。そういう意味でも記録された種類

数は増加している。これは調査回数を増や

したこと，調査メンバーが変わったこと，

同定技術の精度が増したことによると思わ

れる。結果において2000年のカ ミクラゲと

アンドンクラゲの出現状況が例年より少な

いと指摘したが，他にギヤマンクラゲやカ

ブトクラゲも例年より少なかったという

印象を持っている。漁業者などから，例年

獲れる魚が獲れない， 初めて見る魚、が獲れ

たなど，2000年の悔はいつもと違うという

話をかなり耳にした。何か関係があるのか



表1 1999年l月から2000年9月までに江の島湘南港で見られた水母類の季節的な出現状況
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もしれない。また， 1999年から

2000年にかけての冬期に江の島

にかかる江の島大橋 ・江の島弁

天橋の橋脚部が掘られて（図 l

左区l，指示部），江の島の東浜 ・

西浜問の海水の流通が増したが，

そのことも今回のデータに影響

を及ぼしている可能性がある。

また江の島湘南港の記録で前報
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図4 調査時の気瓶と水慌の変化（企 気温， O 7］＇（温）

のみ記録されたものが8種，今回新たに記録された

のが 14種，前報 ・今回ともに記録されたのは 13種

でかなり出現種に変化が見られた。これは前報で

指摘したように水母類は短期間での単発的な出現

が多いことなどによるものと思われる。なお前報

の“ピゼンクラゲ”と今回の“ビゼンクラゲの仲間”

は別f重に十及った。
7j＇（母といえばやはり「毒」の問題は欠かせないで

あろう。今回記録された中でもアン ドンクラゲや

アカクラゲは危険な水母として紹介されている

（並河・楚山， 2000）。江の島ではアンドンクラゲが

8月以降特に大量発生することがあり，悔＊浴等の

際には十分な注意が必要といえる。また 1982年に

は大量に湘南海岸に打ち害せて多くの被害をもた

らした（寺本， 1991）というカツオノエボシは，前

報に続いて確認されなかった。漁業者などからの

情報も少なく ，最近の江の島周辺での出現頻度は

それほど高くないようである。

前報も含めて筆者が現時点で、考えている江の島

湘南港の水母類の動向 ・特徴を挙げておく。

①春から夏にかけて種類数が増加する。

②冬期に種類数が減少する。

③ヒ トツクラゲの仲間， ミズクラゲ（エフィラ幼

生期を含む）はほぼ年間を通して見られる。

④時期によってオオタマウミヒ ドラ（2～7月頃），
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カミクラゲ（3～5月頃），ギヤマンクラゲ（3～

8月），コモチカギノテクラゲ（2～8月頃），エイ

レネクラゲ（6～lO月頃），アンドンクラゲ（7～

12月頃）といった種が非常に多く見られる。

前報とあわせて江の島湘南港で、35種の水母類が

記録された。今後の調査で，この数は今後さらに増

えるものと思われる。また3 先に挙げた江の島湘南

港における水母柱lの動向や特徴にも違いがでてく

るかもしれない。なお以前より漁業者から入手し

ている周辺海域の情報も，今後何らかの形で報告

していきたい。

おわりに

“ベットブーム’＼“癒し系云々”といった社会現

象もあり，以前に比べて水母類への注目度は増す

一方である。当水族館に訪れる来館者でも水母の

水槽の前で、多くの時間を費やす人も多く ，またマ

スコミの取材も際立って多い。しかしその生態や

分類などは古い文献に煩っている事も多く ，まだ

まだ不明な点が多い。固着生活期のポリプの情報

が加わればさらに興味深い内容となろうが，現状

ではなかなか難しい。しかし，今後もささやかなが

ら新鮮な情報を発信していきたい。
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